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会
長
の
小
野
﨑
で
ご
ざ
い
ま
す
。

平
素
よ
り
防
火
防
災
の
推
進
に
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
会
員
の

皆
様
、
並
び
に
消
防
関
係
者
の
皆
様

に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

当
協
会
は
、
こ
れ
ま
で
宮
内
前
会

長
の
も
と
、
防
災
意
識
の
啓
発
と
実

践
的
な
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

近
年
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
自
然

災
害
の
脅
威
が
高
ま
る
中
、
地
域
全

体
で
の
防
災
力
の
向
上
が
か
つ
て
な

い
ほ
ど
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
令
和
７
年
度
通
常

総
会
を
も
っ
て
新
た
に
会
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
活
動

を
礎
に
、
新
し
い
発
想
と
柔
軟
な
視

点
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
さ
ら
に
効

果
的
な
防
火
防
災
体
制
の
構
築
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
会
員
事
業
所
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
事
業
の
継
続

性
を
守
る
観
点
か
ら
も
、
防
火
防
災

対
策
の
強
化
は
重
要
な
経
営
課
題
の

一
つ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

当
協
会
で
は
、
研
修
活
動
や
安
全

対
策
啓
発
の
充
実
に
努
め
、
実
効
性

あ
る
支
援
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る
情
報
共

有
体
制
や
連
携
体
制
の
構
築
に
も
注

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
会
員
事
業
所
の
皆
様
の

積
極
的
な
ご
参
加
を
通
じ
て
、
防
災

意
識
の
輪
を
地
域
社
会
全
体
へ
広
げ

て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
次
世
代
へ
知

識
と
経
験
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
も

重
要
な
使
命
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

会
員
事
業
所
の
皆
様
や
地
域
住
民

の
安
全
を
守
る
べ
く
、
日
立
市
消
防

本
部
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
の
連
携

を
深
め
な
が
ら
、
全
協
会
員
が
一
丸

と
な
っ
て
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会長　小野﨑　久雅

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

役職名 氏　　名 所属会社
顧 　 問 宮 内 　 博 （株）宮内石油
会 　 長 小野﨑　久　雅 （株）日立工業所
副 会 長 森 井 健 次 ＪＸ金属(株)　茨城事業所　

〃 高 倉 拓 真 （株）日立製作所　日立事業所
〃 渡 辺 律 治 日立セメント（株）
〃 野 田 智 幸 野田商事（株）
〃 冨 田 寛 治 （株）天地閣

監 　 事 佐 野 泰 弘 出光興産（株）日立油槽所
〃 遠 田 純 一 茨城交通（株）
〃 山 本 紀 行 （株）日立リアルエステートパートナーズ

危 険 物 部 会 長 山 口 直 樹 高萩商事（株）
危 険 物 部 会
副 部 会 長 関　野　かづと 東京ガス（株）日立支店

〃 佐々木　幸　一 佐々木興業（株）
〃 赤 津 浩 史 （株）赤津工業所

防火管理部会長 鈴 木 　 悟 茨城県立国民宿舎 ｢鵜の岬」
防 火 管 理 部 会
副 部 会 長 中 野 　 晃 （株）日立製作所日立総合病院

〃 清 水 朋 彦 丸善電機工業（株）
〃 川 上 光 彦 日立高速印刷（株）

（敬称略、順不同）令和７年度役員紹介
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こ
の
度
、
私
は
令
和
３
年
５
月
よ

り
４
年
間
務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
日

立
市
防
災
協
会
会
長
の
職
を
、
本
年

５
月
の
総
会
を
も
っ
て
退
任
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
在
任
中
は
、
関

係
各
位
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

就
任
当
初
よ
り
、
防
災
意
識
の
向

上
と
地
域
防
災
力
の
強
化
を
目
指
し
、

各
種
訓
練
の
充
実
、
会
員
相
互
の
連

携
強
化
、
そ
し
て
市
民
へ
の
啓
発
活

動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

特
に
、
自
然
災
害
が
頻
発
す
る
昨
今

に
お
い
て
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を

守
る
た
め
の
防
災
体
制
の
構
築
は
、

極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
し
た
。

皆
様
の
お
力
添
え
に
よ
り
、
少
し
ず

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
着
実
に
成
果
を

上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
顧
問
と
い
う
立
場
か
ら
、

引
き
続
き
協
会
の
活
動
を
支
え
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

後
任
に
は
、
小
野
﨑
氏
が
就
任
さ

れ
ま
す
。
豊
富
な
経
験
と
情
熱
を
お

持
ち
の
方
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
協

会
が
発
展
し
て
い
く
も
の
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

の
ご
厚
情
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。こ

の
た
び
、
日
立
市
消
防
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
小
林
で
ご
ざ
い
ま

す
。日

頃
よ
り
地
域
の
安
全
・
安
心
の

確
保
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
防
災
協
会
会
員
の
皆
様
に
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
前
任
者
が
築
い
て
ま
い
り

ま
し
た
諸
施
策
を
継
承
し
つ
つ
、
よ

り
一
層
市
民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る

消
防
行
政
を
推
進
す
る
た
め
、
誠
心

誠
意
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

現
在
、
自
然
災
害
や
火
災
な
ど
の

リ
ス
ク
が
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
お

り
、
防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
は
、

ま
す
ま
す
重
要
性
を
増
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
日
立
市
消
防

本
部
と
し
て
は
、
迅
速
か
つ
的
確
な

対
応
力
の
強
化
、
地
域
住
民
へ
の
防

災
啓
発
活
動
の
充
実
、
そ
し
て
消
防

職
員
の
資
質
向
上
を
三
本
柱
に
据
え

て
、
総
合
的
な
防
災
体
制
の
構
築
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
防
災
協
会
を
は
じ
め
と

し
た
地
域
団
体
と
の
連
携
・
協
働
を

大
切
に
し
、
市
民
皆
様
の
命
と
暮
ら

し
を
守
る
た
め
の
体
制
を
一
層
強
固

な
も
の
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
に
向
け
て
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
日
立
市
防
災
協
会
の
益
々

の
ご
発
展
と
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
就
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

令
和
７
年
の
新
年
を
飾
る
日
立
市

消
防
出
初
式
が
１
月
12
日
（
日
）
に

日
立
市
消
防
拠
点
施
設
講
堂
で
開
催

さ
れ
、
当
協
会
か
ら
は
来
賓
と
し
て
、

宮
内
会
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

出
初
式
に
は
、
来
賓
、
消
防
団
員

企
業
の
自
衛
消
防
隊
員
、
消
防
職
員

な
ど
、
約
１
５
０
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

消

防

出

初

式

消

防

出

初

式
市長のあいさつ

顧問　宮内　博

消防長　小林　篤

会
長
退
任
、顧
問
就
任
挨
拶

会
長
退
任
、顧
問
就
任
挨
拶

新
任
消
防
長
挨
拶

新
任
消
防
長
挨
拶
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今
回
の
出
初
式
は
、
日
立
市
消
防

本
部
の
歴
史
の
中
で
初
め
て
天
候
不

良
に
よ
り
講
堂
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
厳
正
に
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。当

協
会
の
社
会
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
、
令
和
７
年
３
月
10
日
（
月
）

社
会
福
祉
法
人
日
立
市
社
会
福
祉
協

議
会
が
行
う
巡
回
安
全
サ
ー
ビ
ス
事

業
（
市
内
の
一
人
暮
ら
し
の
老
人
宅

を
回
り
、
電
気
や
ガ
ス
な
ど
の
屋
内

の
点
検
や
火
災
な
ど
の
注
意
を
呼
び

か
け
る
事
業
）
に
活
用
し
て
い
た
だ

き
、
火
災
に
よ
る
被
害
を
少
し
で
も

減
ら
す
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
１
０
０
個
を
社
会
福
祉
協
議
会
へ

寄
附
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
２
月
17
日
（
月
）
に
春

の
火
災
予
防
運
動
行
事
の
一
環
と
し

て
、
講
師
に
法
相
宗
大
本
山
薬
師
寺

の
執
事
長
、
大
谷
徹
奘
（
お
お
た
に

て
つ
じ
ょ
う
）
様
を
迎
え
、「
心
の
防

災
～
ス
テ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
と
新
し
い

生
き
方
」
と
題
し
、
日
立
市
防
災
協

会
防
災
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
音
楽

ホ
ー
ル
に
会
員
約
１
３
０
名
の
方
が

集
ま
り
、「
日
常
が
あ
た
り
ま
え
で
は

な
く
、
今
を
大
切
に
生
き
る
こ
と
、

不
測
の
事
態
に
備
え
る
こ
と
の
大
切

さ
を
」
学
び
、
防
災
意
識
の
向
上
は

も
ち
ろ
ん
、
普
段
の
生
活
で
も
心
を

整
え
て
お
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。

令
和
７
年
５
月
22
日
（
木
）、
ホ
テ

ル
天
地
閣
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。通

常
総
会
で
は
宮
内
会
長
が
議
長

を
務
め
、
各
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、

全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

通
常
総
会
の
中
で
宮
内
会
長
が
顧

問
へ
、
小
野
﨑
副
会
長
が
新
た
に
会

長
へ
と
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

通
常
総
会
に
続
き
、
定
例
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
来
賓
の
小
川
市
長
、
吉

田
市
議
会
議
長
か
ら
御
祝
辞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

小川市長祝辞

令
和
七
年
度

令
和
七
年
度

　
日
立
市
防
災
協
会

　
日
立
市
防
災
協
会

　
通
常
総
会
・
定
例
表
彰
式

　
通
常
総
会
・
定
例
表
彰
式

講師の大谷様役員の皆様と集合写真

防 

災 

研 

修 

会

社
会
福
祉
協
議
会
協
力
事
業
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最
後
に
、受
賞
者
を
代
表
し
て
（
株
）

プ
ロ
テ
リ
ア
ル
茨
城
工
場
の
井
坂
博

文
様
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

●
受
賞
者
一
覧

（
敬
称
略
、
順
不
同
、
◎
代
表
授
与
）

優
良
事
業
所

・
水
戸
信
用
金
庫　

日
立
支
店

・（
株
）
た
む
ら　

き
よ
美
本
店

・
茨
城
ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）

　

日
立
店

・
旅
館　

鈴
木
屋

◎
東
京
ガ
ス（
株
）

　

日
立
Ｌ
Ｎ
Ｇ
基
地

・
学
校
法
人
中
崎
学
園

　

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

　

お
ぎ
つ
幼
稚
園

美
化
・
安
全
審
査
優
良
事
業
所

・
社
会
医
療
法
人
愛
宣
会

　

ひ
た
ち
医
療
セ
ン
タ
ー

◎
学
校
法
人
小
野
学
園

　

諏
訪
か
お
る
幼
稚
園

・
日
立
礦
油
（
株
）

　

日
立
南
イ
ン
タ
ー
給
油
所

・
マ
ル
イ
ア
ド
バ
ン
ス
株
式
会
社

優
良
従
業
員

・
出
光
興
産（
株
） 

日
立
油
槽
所

須
藤　

雅
彦

◎（
株
）
プ
ロ
テ
リ
ア
ル
茨
城
工
場

井
坂　

博
文

・（
株
）
レ
ゾ
ナ
ッ
ク
山
崎
事
業
所

星
野　

貴
史

・
住
友
化
学
（
株
） 

茨
城
工
場

白
川　

輝
明

・
Ｓ
Ｍ
Ｋ
（
株
）
ひ
た
ち
事
業
所

小
林　
　

司

・
茨
城
県
立
国
民
宿
舎
鵜
の
岬

渡
邉　

政
仁

優
良
消
防
職
員

◎
多
賀
消
防
署

吉
田　

吉
久

・
日
立
消
防
署

中
澤　

研
吾

皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
の
危
険
物
安
全
週
間
は
、
令

和
７
年
６
月
８
日
（
日
）
か
ら
同
年

６
月
14
日
（
土
）
ま
で
の
期
間
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

自
動
車
や
暖
房
器
具
の
燃
料
は
も

ち
ろ
ん
、
塗
料
な
ど
の
原
料
と
し
て

用
い
ら
れ
る
危
険
物
は
、
私
た
ち
の

生
活
に
と
っ
て
非
常
に
身
近
な
存
在

で
す
。

表彰式の様子井坂博文様の謝辞

出光の佐野所長による講義

協会役員と受賞者の皆様

危
険
物
安
全
週
間
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し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
危
険

物
は
取
り
扱
い
を
誤
る
と
大
規
模
な

火
災
や
事
故
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
正
し
い
知

識
と
安
全
な
取
り
扱
い
の
徹
底
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

令
和
７
年
６
月
６
日
（
金
）
に
、

出
光
興
産
株
式
会
社
日
立
油
槽
所
様

の
協
力
を
得
て
、
小
野
﨑
会
長
を
は

じ
め
、
Ｊ
Ｘ
金
属
（
株
）、（
株
）
レ

ゾ
ナ
ッ
ク
、（
株
）
プ
ロ
テ
リ
ア
ル
、

住
友
化
学
（
株
）
の
皆
様
、
消
防
本

部
予
防
課
及
び
南
部
消
防
署
が
合
同

で
視
察
を
行
い
、
危
険
物
施
設
に
お

け
る
、
消
火
設
備
や
流
出
防
止
等
の

安
全
対
策
等
に
関
す
る
講
義
を
受
け

ま
し
た
。

ま
た
、
当
協
会
で
は
こ
の
活
動
に

合
わ
せ
て
、
危
険
物
の
取
り
扱
い
に

関
す
る
小
冊
子
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
し
、
地
域
社
会
に
向
け
た
啓
発

活
動
を
積
極
的
に
支
援
い
た
し
ま
し

た
。

ス
ケ
ガ
ワ
ス
ポ
ー
ツ

助
川　

 

寧

い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い

ま
す
。

ス
ケ
ガ
ワ
ス
ポ
ー
ツ
と
申
し
ま
す
。

家
業
で
あ
る
ス
ケ
ガ
ワ
ス
ポ
ー
ツ

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
育
ち
、
現
在

48
歳
の
私
は
、
平
成
７
年
４
月
に
消

防
本
部
へ
採
用
さ
れ
、
令
和
４
年
３

月
ま
で
の
27
年
間
、
消
防
士
と
し
て

日
立
市
消
防
本
部
に
勤
務
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
災
害
現
場
で
は
命
と
向

き
合
う
厳
し
さ
を
、
ま
た
平
常
時
に

は
地
域
と
と
も
に
歩
む
防
災
の
大
切

さ
を
、
身
を
も
っ
て
学
び
ま
し
た
。

退
職
後
は
家
業
で
あ
る
ス
ポ
ー
ツ

用
品
店
に
戻
り
、
現
在
は
主
に
地
元

高
校
へ
体
育
用
ジ
ャ
ー
ジ
や
運
動
器

具
を
納
品
し
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち

の
活
気
あ
る
姿
に
触
れ
な
が
ら
、「
良

い
も
の
を
届
け
た
い
」
と
い
う
気
持

ち
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
が
日
々
の
授
業
や
部
活

動
に
励
む
姿
を
見
る
た
び
に
、「
安
全
・

安
心
な
地
域
づ
く
り
」
に
今
も
形
を

変
え
て
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
と
い
う
立
場
を

生
か
し
、
防
災
訓
練
時
に
は
動
き
や

す
い
服
装
や
靴
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

た
り
、
非
常
時
に
役
立
つ
運
動
器
具

の
使
い
方
な
ど
も
提
案
し
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
私
自
身
も
地
域
防
災
部
に

所
属
し
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
た
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
防
災

訓
練
や
地
域
行
事
で
は
、
消
防
時
代

に
培
っ
た
知
識
を
も
と
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
資
機
材

の
管
理
や
避
難
誘
導
の
補
助
も
担
っ

て
い
ま
す
。
特
に
若
い
世
代
へ
の
防

災
教
育
の
必
要
性
を
強
く
感
じ
て
お

り
、
学
校
や
地
域
を
通
じ
て
少
し
で

も
意
識
づ
け
が
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
ま
す
。

防
災
は
、
特
別
な
人
だ
け
が
担
う

も
の
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の
「
日

頃
の
備
え
」
が
地
域
を
守
る
力
と
な

り
ま
す
。
私
自
身
も
、
消
防
士
と
し

て
の
経
験
を
活
か
し
つ
つ
、
地
域
の

リ
レ
ー
放
談

視察の様子

冊子の配布参加の皆様

店主の助川様
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皆
様
と
と
も
に
「
顔
の
見
え
る
防
災

力
」
を
築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
商
店
と
い
う
立
場
か
ら
は
、

非
常
時
に
役
立
つ
物
資
や
情
報
の
提

供
、
ま
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し

た
支
援
体
制
づ
く
り
に
も
貢
献
し
て

い
く
所
存
で
す
。

今
後
も
、
防
災
部
の
一
員
と
し
て
、

そ
し
て
地
域
に
根
差
し
た
店
の
一
員

と
し
て
、
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

甲
種
防
火
管
理
再
講
習

●
講
習
日
＝
令
和
７
年
11
月
５
日（
水
）

会
場
＝
日
立
市
消
防
本
部

定
員
＝
50
名

受
付
＝
各
消
防
署

受
付
期
間

令
和
７
年
10
月
１
日（
水
）か
ら

令
和
７
年
10
月
15
日（
水
）ま
で

問
合
せ
先

消
防
本
部
予
防
課

電
話
０
２
９
４
‒
２
４
‒
０
１
１
９

甲
種
・
乙
種
防
火
管
理
併
催
講
習

●
講
習
日
＝
令
和
７
年
９
月
18
日（
木
）

９
月
19
日（
金
）

※
乙
種
講
習
は
９
月
18
日（
木
）の
み

会
場
＝
日
立
地
区
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

定
員
＝
70
名

受
付
＝（
一
財
）日
本
防
火
・
防
災
協
会

受
付
期
間

令
和
７
年
８
月
６
日（
水
）か
ら

令
和
７
年
８
月
13
日（
水
）ま
で

●
講
習
日
＝
令
和
７
年
11
月
６
日（
木
）

11
月
７
日（
金
）

※
乙
種
講
習
は
11
月
６
日（
木
）の
み

会
場
＝
日
立
地
区
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

定
員
＝
70
名

受
付
＝（
一
財
）日
本
防
火
・
防
災
協
会

受
付
期
間

令
和
７
年
９
月
24
日（
水
）か
ら

令
和
７
年
10
月
１
日（
水
）ま
で

問
合
せ
先

（
一
財
）日
本
防
火
・
防
災
協
会

電
話
０
３
‒
６
２
６
３
‒
９
９
０
３

※
受
講
料
の
助
成
に
つ
い
て

日
立
市
内
の
会
場
で
会
員
事

業
所
の
従
業
員
が
受
講
し
た
場

合
は
、
２
千
円
の
助
成
を
行
い

ま
す
。

講
習
修
了
後
、
所
定
の
申
請

書
で
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

助
成
に
関
す
る
問
合
せ
先

電
話
０
２
９
４
‒
２
２
‒
０
７
２
７

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

●
講
習
日
＝
令
和
７
年
７
月
10
日（
木
）

会
場
＝
日
立
市
民
会
館

種
別
＝
一
般
・
給
油

受
付
期
間

令
和
７
年
６
月
11
日（
水
）か
ら

令
和
７
年
６
月
18
日（
水
）ま
で

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

●
講
習
日
＝
令
和
７
年
８
月
26
日（
火
）

８
月
27
日（
水
）

会
場
＝
日
立
市
消
防
本
部

受
付
期
間

令
和
７
年
７
月
22
日（
火
）か
ら

令
和
７
年
８
月
５
日（
火
）ま
で

申
込
方
法
＝
電
子
申
請

問
合
せ
先

（
公
社
）茨
城
県
危
険
物
安
全
協
会

連
合
会

電
話
０
２
９
‒
３
０
１
‒
７
８
７
８

危
険
物
取
扱
者
試
験

●
試
験
日
＝
令
和
７
年
10
月
11
日（
土
）

会
場
＝
茨
城
大
学
工
学
部

受
付
期
間

書
面
申
請

令
和
７
年
７
月
11
日（
金
）か
ら

令
和
７
年
７
月
23
日（
水
）ま
で

電
子
申
請

令
和
７
年
７
月
11
日（
金
）か
ら

令
和
７
年
７
月
23
日（
水
）ま
で

●
試
験
日
＝
７
年
10
月
18
日（
土
）

会
場
＝
ひ
た
ち
な
か
市　

　
　
　

ホ
テ
ル
ク
リ
ス
タ
ル
パ
レ
ス

受
付
期
間

書
面
申
請

令
和
７
年
７
月
11
日（
金
）か
ら

令
和
７
年
７
月
23
日（
水
）ま
で

電
子
申
請

令
和
７
年
７
月
11
日（
金
）か
ら

令
和
７
年
７
月
23
日（
水
）ま
で

講
習
会
・
試
験

日立市会瀬町１－７－９
☎２３－０６７１

スポーツ用品全般を取り
扱っております。



第１２０号 8

●
試
験
日
＝
令
和
７
年
11
月
１
日（
土
）

会
場水

戸
市

　

水
戸
市
民
会
館

　

中
央
ビ
ル
会
議
室

受
付
期
間

書
面
申
請

令
和
７
年
７
月
18
日（
金
）か
ら

令
和
７
年
７
月
30
日（
水
）ま
で

電
子
申
請

令
和
７
年
７
月
18
日（
金
）か
ら

令
和
７
年
７
月
30
日（
水
）ま
で

消
防
設
備
士
試
験

●
試
験
日
＝
令
和
７
年
９
月
５
日（
金
）

９
月
６
日（
土
）

９
月
７
日（
日
）

会
場
＝
・
茨
城
県
開
発
公
社
ビ
ル
会
議
室

　
　
　

・
セ
キ
シ
ョ
ウ
・
ウ
エル
ビ
ー
イ
ン
グ

　
　
　
　

福
祉
会
館
会
議
室

　
　
　

・
茨
城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ
会
議
室

受
付
期
間

書
面
申
請

令
和
７
年
７
月
４
日
（
金
）
か
ら

令
和
７
年
７
月
16
日
（
水
）
ま
で

電
子
申
請

令
和
７
年
７
月
４
日
（
金
）
か
ら

令
和
７
年
７
月
16
日
（
水
）
ま
で

問
合
せ
先

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

茨
城
県
支
部

電
話
０
２
９
‒
３
０
１
‒
１
１
５
０

※　

日
程
な
ど
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
各
実
施
機
関
に

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
令

和
７
年
度
茨
城
県
内
の
各
試
験
・

講
習
の
案
内
を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
是
非
御
覧
く
だ
さ
い
。

新
規
会
員
募
集
に
つ
い
て

当
協
会
で
は
、
新
規
会
員
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。

会
員
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
お

声
か
け
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

入
会
に
つ
い
て

・
日
立
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
プ
ロ
ダ

ク
ツ
電
機
シ
ス
テ
ム
事
業
部

ド
ラ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
本
部
様

・
サ
ラ
ン
様

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

退
会
に
つ
い
て

・
小
川
菓
子
店
様

長
い
間
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。こ

れ
か
ら
暑
い
季
節
が
や
っ
て
き

ま
す
。
熱
中
症
に
注
意
し
て
、
元
気

に
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
て
、
熱

中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

１　

帽
子
や
日
傘
で
直
射
日
光
を
避

け
る

２　

喉
が
渇
い
て
な
く
て
も
こ
ま
め

に
水
分
補
給

３　

熱
い
場
所
で
の
長
時
間
の
運
動

や
作
業
を
避
け
る
。

４　

無
理
せ
ず
、
適
度
に
休
憩
を

５　

閉
め
切
っ
た
車
内
に
子
供
だ
け

残
さ
な
い
。

６　

エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
の
使
用
を

無
理
に
我
慢
し
な
い
。

７　

気
温
が
高
い
と
き
は
適
宜
マ
ス

ク
を
外
し
て
休
憩
を
。

熱
中
症
に
な
っ
た
場
合
の
応
急
処
置

・
衣
服
を
緩
め
て
楽
に
す
る
。

・
風
通
し
の
良
い
日
陰
や
、
冷
房
が

効
い
た
場
所
へ
移
動
す
る
。

・
濡
ら
し
た
タ
オ
ル
な
ど
で
体
を
冷

や
す
。

・
自
分
で
飲
め
る
時
は
水
分
補
給
を

行
う
。

次
の
場
合
は
救
急
車
を
！

・
意
識
が
は
っ
き
り
し
な
い

・
水
が
飲
め
な
い

・
皮
膚
が
赤
く
、
汗
が
出
な
い

・
呼
吸
が
浅
い

事
務
局
か
ら


